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■売上高・経常利益

■事業部別取扱商品一覧

■1株あたりの純資産・当期純利益 ■従業員増減表

■2005年3月期 部門別売上高
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クリモトについて 会社概要
2009年に創業100周年を迎えるクリモト。
次の100年に向けて、より成長し続ける企業を目指します。

バ ル ブ 事 業 部 

環   境   事   業   部 

事　業　部 事業部別主要取扱品目 

鉄   管   事   業   部 ダクタイル鉄管、異形管、付属品、耐摩耗管、水道用ポリエチレン管 

バタフライ弁、ソフトシール仕切弁、エキセントリック弁、制水扉、可動堰、逆止弁 

リサイクル施設、ガス化溶融炉（施設）、ごみ炭化プラント、都市ごみ焼却施設、ごみ固形燃料化（RDF）施設、 
廃プラスチック燃料化（RPF）施設、廃プラスチック乾式洗浄機・減容機、廃自動車処理施設、バイオガスプラント 

破砕機、製砂機、粉砕機、混練機、化工機、プレス、各種産業機械およびプラント、都市ごみ処理施設、粗大ごみ処理・リサ
イクル施設、ごみ固形燃料化施設、ごみ炭化プラント、ごみガス化溶融プラント、生ごみバイオガスプラント、産業廃棄物処
理施設 

スパイラルダクト、各種フレキシブルダクト、ステンレスダクト、スーパースパイラル、ワインディングシース、ワインディ
ングパイプ、消音フレキ、消音ボックス、中空スラブ、梁貫通孔補強筋 

鉄   構   事   業   部 橋梁、水門、水管橋、ペンストック、溶接鋼管、刈草の固形・炭化システム 

機   械   事   業   部 

建   材   事   業   部 

経営会議 常務会 

取締役会 

 

 

監査役会 

監査役 

監査役室 

技術開発本部  

  運用企画室 

コーポレートセンター 

C S R 推 進 室  

企  画  本  部  

環   境   事   業   部 

鉄   構   事   業   部 

機   械   事   業   部 

建   材   事   業   部 

バ  ル ブ  事   業   部 

鉄   管   事   業   部 

環境安全衛生部 

技 術 統 括 部  

知 的 財 産 部  

研 究 開 発 部  

ナノ・材料研究所 

総務ユニット 

経理ユニット 

経営管理ユニット 

情報システムユニット 

秘　　  書　　  室 

監　　  査　　  部 

法 　 務 　 部  

経 営 企 画 部 

事 業 企 画 部 

社　長 

当
社
で
は
、
四
月
に
「
個
人
情
報
保
護
方
針
」
を
策
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
公
表
を
行
い
、
対
外
的
に
個
人
情
報
保
護
法
を
順
守
し
て
い
く
旨
の
宣
言

を
行
い
ま
し
た
。

※当社の個人情報保護方針に関する情報は、HP上でも掲載されています。

（株）栗本鐵工所　個人情報保護方針　http://www.kurimoto.co.jp/privacy/
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１
個
人
情
報
の
取
得
と
利
用
目
的

当
社
で
は
、個
人
情
報
の
取
得
に
際
し
て
は
、利
用
目
的
を
特
定
し
て
通
知
ま

た
は
公
表
し
、目
的
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
個
人
情
報
の
第
三
者
へ
の
提
供

当
社
が
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、事
前
の
公
表
等
で
お
断
り
を
し
て

い
る
場
合
を
除
き
、事
前
に
ご
承
諾
を
い
た
だ
か
な
い
限
り
、第
三
者
へ
の
提
供
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

３
個
人
情
報
の
安
全
管
理

当
社
が
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、個
人
情
報
管
理
規
定
の
ほ
か
社
内

規
定
・
基
準
に
基
づ
い
て
紛
失
、毀
損
の
な
い
よ
う
適
切
な
管
理
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
、第
三
者
に
漏
洩
ま
た
は
外
部
か
ら
改
変
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
ま
す
。

４
個
人
情
報
の
訂
正
等

ご
提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
、訂
正
等
の
お
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
、個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
い
た
方
法
で
訂
正
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

○
私
達
は
水
と
大
気
と
生
命（
い
の
ち
）

の
惑
星
、地
球
を
大
切
に
し
、人
間
社

会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
り
ま
す
。

○
私
達
は「
安
心
」と
い
う
価
値
を
提
供

し
、社
会
と
顧
客
の
信
頼
に
応
え
ま
す
。

○
私
達
は
顧
客
の
声
を
よ
く
聴
き
、顧

客
か
ら
学
び
、独
自
の
技
術
を
深
め
、

新
し
い
技
術
を
加
え
、顧
客
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
な「
最
適
シ
ス
テ
ム
」を
提
案
し

ま
す
。

○
私
達
は
モ
ノ
づ
く
り
を
通
し
て
、社
員

の
幸
せ
と
人
間
社
会
の
幸
せ
を
目
指

し
ま
す
。

○
私
達
は
こ
れ
ら
の
実
践
の
た
め
、継
承

と
変
革
の
調
和
を
計
り
、個
性
と
創
意

を
尊
重
し
、企
業
の
発
展
と
社
会
へ
の

貢
献
に
努
め
ま
す
。
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